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A 108 Ｌ－トリフ・トファンの吸収阻害作用について

戈奪七大家政　〇龍紀孔子　坂木　清

食　物　55

　1的　タンパ?l葉に対t i,レMet-ﾚTkpの添加効果£襖討中，腸反転sa.c -At- L-Tk-p 糾

高濃度領域で吸収阻害を起ンすことを知。に。こ・現勲5 Spencer i [<{bo )らによって報告

? れt:にけである。私珪・実験で, い(T)阻奢ほ政存■るL-Metにi 及び. ？らに阻害国子

がL一鴎十白身I- 'cfいこヒも推定々れ，詳細にそa)生化/学的機作£硬討すふことにしft。

　方法　レTrp , L－Iiet，L-Met - L-Tk-p を用い・うヽソトの反転，腸法，A、腸<ed loop法

にょい則又実験に加え，^、腸表面粘噴物によるL - Me十一L-T叩・incu.ba.fion いT -,Tこ。

丁'｀p定量ばDAB比色法, PC抽出汰，伊紙電球(PE)5cann司法を用いた。生成イン

ド-ルはP c 浹で頻出，}ヽリプリミンC 下-pn )についてほP c捕出汰，P EsCえnninQ茲で

定量いこ．L一隆十艮びL一Met一L-Trp＼Z疲体クロマトグラフィーで定量しに。if らに，

L- Trp 及びT？n処理y，腸膜茄。精鏡sn. tこ。

　邱果　反転珀｡c '/去で(zレTrp (7)吸又ば2，・ ／JL でヽ最高，これ£過ぎると急激に低下し

・L -Trpに共存するレMet, L一Met-レラ゛p中のU-Het%同孫に低下し["> 。Tied loop臓に

おけるレ丁;^p の眼り又に９いてほ,　この現象ほ見られりかっに・ノJ、腸表ftl muiCしISによるL‾

T^Pのincubation X-インド｀-ルは殆んど瀦出? れず，5" 。ボ^レ下･pで約釦％^ ぶ)，ヴ£

レ痢pで約ぶ)％の石pがTt？nに変化了ることを確認しに。。反転sac -:£と同報でSdLC をiO

－MレTrp 及びIO－M Trpnに珊積七にところ，相似し仁弛緩状態が観屍されに。以上の秘

果力ヽら, .5.転ふ腸s叙法で忍こるＬ一石-p 腸脊吸収阻蜃作用は，L- T)-pよ'; 生じるTrbh I "

よるも0) との邱諭にゑしに。

A 109　　￥ばタこ.ぺつ貿・栄養価向ぶに-ついて

　　　　大孝々一大尿攻　○柴田好子　坂摩ヽ痢

　ｇ的　穀薇申ではそば･おし較的タンパつ貿令量φ高く- 蒙簾価も優畝マいゐヒいiつ･K る

ボ、そぼ製粉段階にお吋る各£分<n タンパク零／）釆熹価に･フいマは鍛雄かﾀﾞない。私左は

この島fe検討するしともに、製めん時i< お吋る､J、教諭、肩の他。材料との藁合にぷゐ変化

ｔ、栗養価及び5!5l性面力ヽう蔵討しに・ぞ報喩寸う。

　方法　そぼ製粉崎の;&ヽ£分の粗タンパク贅t 定量レ　ーア* ノ籤組ぶ乞痕体クロマトグラ

フィーヽL －T‘p t D A B ぷt' 定量しに　こ!ら1' 切々ヽ、ヽt 7 . り%タンパク質桐料で、

Sinale time feedingしレ喰後鋲しぷり中幕禽龍蓼馨（召り戸ヾ）t 剥£’゛万Pv（Wn

ﾉﾀｸい乞算弘し政。製めん後^ わざ。甥性かテつス斗ユ､ロ^一ターぞ≪'] 足、鮮痴康鏡乞行

い、製昴のず能試履乞行｡tこ。

　秘栗　わr諭t浪粉及びー. ﾆ、三. sS希紛にt分しに蜂象。タンベク質､^ 夜凛I吝じ多

ぐ了$ ノ膿組成li化蔽的に雅似していに。以-f 3 ｕ N 広Is ぷ似I*'. 全粒へのL -丁rp、

L一Met の添加効果｡は見ら軟す　L －L〉/S , L －Thr の奉加劾粟以認められV~．そば、jヽ

夏のや体、/S. Kヽ友ぼ■ .1ヽ麦（2 バ?）, (　ぷ：S ）, （、S：2 )では( ?：2 ) 球最も優

っ1 い代。々らにそぼり､i.・s? I （ク■■ z ■■／) , かま・小束・蚕卵（7：2:／)

, そば･ .1、麦■卵白{. 7 ；2 こ／) , そぼ・小麦・S P I ･ 蚕卵( S : 2 こ2 こ／) 各混

合物中では、-A lず・ふ友・兪卵が最七備畝･t いに。エ記配命応屁か物申、？Vは化岬包軋

脊しれ爰か甥以最葡ぞあっ散。よ記配か応､二ふ心乖穆めん製昴胡ぞは、麗々い

状認sh ら畝に。


